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年庚午科で挙人となった。趙継鼎が挙人になったのは，その 6 年後の崇禎 9 年丙子科であ
る1。二人とも崇禎 13 年庚辰科で進士になり，毛協恭は陜西道御史，趙継鼎は兵部主事と




































































　趙申喬は順治元年の生まれであるから，数え年で 5 歳とすれば，順治 5（1648）年に「族
難」が起きたことになる。『小腆紀伝』によると，清軍が福建に入ったのは「丙戌（順治 3








入贅した。趙熊詔は康煕 2（1663）年に生まれ，康煕 36 年に抜貢生，康煕 38 年己卯科の順
天郷試で挙人となった。その後，浙江巡撫や湖南巡撫をつとめる父・趙申喬の手伝いをして
いたが，康煕 48 年に康煕帝によって内廷の南書房に召された。同年の殿試（己丑科）で状
― 4 ― ― 5 ―
元となり，翰林院修撰を授けられ，康煕 51年には起居注官となった13。一方，洪公寀の父・
洪璟は，字は崑霞，号は秋山，安徽省徽州府歙県の人であり，趙熊詔と同じく抜貢生であっ















































煕 27 年に数えで 25 歳の若さで進士となった。趙熊詔が進士になったのは康煕 48 年であっ
たから，それより 20 年以上早かったことになる。山西省で知県をつとめたあと，山西省の
首府である太原府の知府に抜擢された。後述のように，妾も群をなし，我が世の春を謳歌し












入って探しましたが，見つかったのは銀 800 両のみでした。そのうち 200 両は，康煕
41 年の聖駕西巡のときに鳳詔が恩賞としていただいた銀です。（中略）部員は，隠匿を












































世・趙侗 が買ってやったものであるらしい。だが趙侗 も，乾隆 16年にこの世を去った。
　乾隆 17 年には父の洪翹35 が亡くなり，洪亮吉は母・蔣氏や姉弟とともに，母の実家に身
を寄せた。外祖母・龔氏の意向であったが，母の実家も困窮しており，蔣氏は娘たちととも
に手仕事をして自給し，洪亮吉の学費を蓄えた。乾隆 21 年に母は洪亮吉を連れて興隆里の










州に赴いて，オイラート征討軍のために尽力した。父・趙申喬が康煕 59（1720）年 10 月に
戸部尚書に在職のまま亡くなると，趙熊詔は急いで都に戻り，父の柩とともに帰郷した。だ
が，ひと月もたたないうちに病に伏し，康煕 60 年 8 月に 59 歳で亡くなった。妻・陸氏も，
舅の看病と葬儀の疲労がたたって病気になり，趙熊詔に先立つこと 21 日，58 歳で帰らぬ人
となった。趙侗 は趙熊詔の長男である。祖父，母，父を相次いで亡くした趙侗 は，第 2
節で述べたように，趙鳳詔の 4 人の遺児（趙侗 にとっては従弟）に対する「隣愛がとくに
篤かった」というから，彼らに対して相当の援助をしたとみることができる。趙家のせいも
あって零落した洪家の面倒もみなければならなかった。趙侗 の台所は決して豊かではな
かっただろう。第 3 節で述べたように，趙侗 は塩運使という「肥缺」についてから，ます






























































































































































































 8 『南明野史』（清・南沙三餘氏撰，巻中，紹宗皇帝紀，40 頁）沈雲龍選輯『明清史料彙編』5 集，
第 2 冊，文海出版社，185 頁。『痛史・思文大紀』広文書局，中華民国 57 年，巻四，9 頁にも同
様の記述がある。
 9 黄百家「趙止安先生伝」『常州観荘趙氏支譜』巻十二，世編第二，13-14頁。
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17 光緒年間の『交城縣志』の巻首には，「交城志は，かつて久しく資料がなかった。明・万暦年間
の県令・張公文璧，ついで国朝の康煕のときの洪君璟によって編纂された。その後 178年間，編
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5. Three cases of uxorilocal marriage
 In this essay, three cases of uxorilocal marriage in the Zhao family will be ana-
lyzed. What reasons lay behind these marriages?
 The first case is the marriage of the daughter of Zhao Ji-ding and the son of Mao 
Xie-gong. The marriage was converted from a virilocal marriage to an uxorilocal one 
as a result of the violent death of Mao Xie-gong at the time of a change of dynasty.
 The second case is the marriage of the daughter of Zhao Xiong-zhao and the son of 
Hong Jing, which occurred because Hong Jing had too many （eleven） sons. The finan-
cial situations of Hong Jing and of his son, Hong Gong-cai, were very bad as a result of 
two scandals. One resulted from the alleged embezzlement of public funds by Hong 
Jing, which resulted in  enforced compensation. The other was the prosecution of Zhao 
Feng-zhao, a younger brother of Zhao Xiong-zhao, for taking bribes.
 The third case is a marriage arranged between the Zhao family and the Miao fami-
ly. Zhao Jin-nan was adopted into the Miao family as a result of the marriage. It was a 
remarriage for Zhao Jin-nan, and was entered into as a result of the bad economic situ-
ation of the Zhao family, caused by the above-mentioned Zhao Feng-zhao scandal.
 These three cases show that uxorilocal marriages were rather desperate measures, 
which were typically entered into as a result of economic plight rather than “a com-
mon strategy of （male） social mobility among the higher elites,” as James L. Watson 
claims.
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